
昨年度は「躍進するアジアと日本の対応」というテーマで、成長、躍進するアジアの光の部分に照準を当て、拡大
する消費市場とビジネスチャンスに日本企業はどのよう対応していくべきかについて解説しました。本年度は「躍
進するアジア」から「変貌するアジア」にテーマを置き換え、政治、経済、社会全般にわたって山積するリスクに中
国、タイ、ベトナムなどアジア新興国はどのように対応しようとしているのか、またリスク管理を強める日本、韓
国、台湾などアジア企業と欧米企業とが成長とリスクの狭間でどのようなアジア戦略を描こうとしているのかにつ
いて、対象地域をASEANから中国、極東ロシアまで広げ、アジア域内経済協力のあり方を参加者と一緒になって
考えていきたいと思います。また、今回も放送大学の協力を得て、「ブータンの国づくりと日本の農業技術協力」に
ついてお話を伺います。ご期待ください。

2014年度 大学連携リーグ連携企画講座
「連携企画講座」とは、社会問題や地域課題を取り上げたいくつかのテーマについて、県内大学等の教員が連携してリレー方式で講義するものです。

変貌するアジアと
域内経済協力

会　場：ＡＯＳＳＡ（アオッサ）６Ｆ  福井市地域交流プラザ 研修室
受講料：無料
主　催：大学連携リーグ

大学連携リーグは、福井県内の全ての高等教育機関（大学、短期大学、高等専門学校）が連携・協力して、教育・研究機能等の充実・
強化を図るとともに、その成果を地域社会に還元し、地域の発展に貢献することを目的として、平成19年に設立されたものです。

対　象：福井県内大学等の学生、一般 〈連携〉福井ライフ・アカデミー

5/28（水）
18：30～20：00

変貌するアジアと日本再興
福井県立大学　教授　丸屋　豊二郎

第１回

6/25（水）
18：30～20：00

第18期三中全会以降の中国経済の行方
福井県立大学　教授　唱　新

第5回

6/11（水）
18：30～20：00

ベトナムと中国の生産ネットワーク
福井県立大学　准教授　池部　亮

第3回

7/9（水）
18：30～20：00

東アジアの貿易・直接投資の流れとその経済的影響
福井県立大学　講師　杉山　泰之

第7回

6/4（水）
18：30～20：00

ASEANシフトとタイの政治経済情勢
福井県立大学　教授　春日　尚雄

第2回

7/2（水）
18：30～20：00

中国独禁法上の域外適用規定と日本企業M＆Aへの影響
福井県立大学　教授　福山　龍

第6回

6/18（水）
18：30～20：00

ロシア極東開発と日ロ経済協力
福井県立大学　教授　アンドレイ　ベロフ

第4回

7/16（水）
18：30～20：00

ブータンの国づくりと日本の農業技術協力
放送大学　教授　河合　明宣

第8回



◆申込方法
ホームページ「大学連携リーグ サテライト・キャンパス」（URL http://info.pref.fukui.
jp/daishi/league/）で「連携企画講座 Ｈ26前期」を選択し、講座日時横の申込ボタンか
ら電子申請によりお申込みください（携帯電話からの申込はできません）。
下記の申込書に記入の上ファックスしていただくか、申込書の内容をはがきに記入の上送
付していただいても結構です。
◆受講決定

・申込を受け付けた時点で受講が決定したものとしますが、定員に達した場合には、お断
りすることがあります。なお、定員に達した場合には、学生を優先させていただきます。

  受講をお断りする場合には、開講数日前にご連絡申し上げます。
・応募人数により開講を中止する場合がありますので、あらかじめご了承ください。

◆受講上の注意
・当日は、受付で出席確認を受けてください。
・受講できなくなったときは、その都度、必ず電話

で連絡をしてください。
・環境への配慮から、できるだけ公共交通機関をご

利用ください。なお、福井駅西口地下駐車場の
駐車券をお持ちいただいた方には、1 時間無料
券をお渡しします。

<お問い合わせ先・はがきでの申込送付先>
〒910-8580　福井県福井市大手3丁目17－1
福井県総務部大学・私学振興課　高等教育グループ
TEL：0776－20－0245　FAX：0776－26－1171
E-Mail：daishi@pref.fukui.lg.jp

福井県大学連携リーグ講座  テーマ：変貌するアジアと域内経済協力

（ふりがな）

氏　　名 （  男  ・  女  ）
高校生・学生（学校名　　　　　　　　　　　　　　　　　）・    一般
※○をつけてください。

住　　所
〒

電話番号 電子メールアドレス

受講申込欄

1. 全講座を申し込む

2. 講座ごとに申し込む（申し込む講座に○をつけてください。）
第 1 回
（5/28）

第 2 回
（ 6/4）

第 3 回
（6/11）

第 4 回
（6/18）

第 5 回
（6/25）

第 6 回
（7/2）

第 7 回
（7/9）

第 8 回
（7/16）

受講申込書《 FAX 0776 − 26 − 1171 》
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講座の概要、定員などについては、ホームページ「大学連携リーグ サテライト・キャンパス」をご覧ください。（URL　http://info.pref.fukui.jp/daishi/league/）

第
１
回

5/28（水）18:30～20:00　研修室607
変貌するアジアと日本再興
福井県立大学　教授　丸屋　豊二郎

近年、アジアの成長は目覚ましく、日本企業のビジネスチャンスは拡大し
ています。他方、経済成長がもたらす歪み、領土をめぐる係争、自然災害な
どで、政治、経済、社会全般にわたってリスクの問題が浮き彫りになってい
ます。
本講座では、アジアの魅力とリスクを点検し、日本企業はアジアとどのよう
に向き合うべきかを、昨年６月に政府が発表した「日本再興戦略」を踏ま
えながら、考えてみたいと思います。

第
2
回

6/4（水）18:30～20:00　研修室607
ＡＳＥＡＮシフトとタイの政治経済情勢
福井県立大学　教授　春日　尚雄

日系企業のアジアにおける海外投資・海外進出が中国からASEAN諸国へ
シフトしていると言われます。実際ASEANが大きな注目を集めているのは
事実ですが、どのような点であるかを整理します。またASEANにおいて日
本からの投資が最も集中している国がタイです。しかし政治情勢が不安定
であり注視すべきことが多いです。その背景についても明らかにしていき
ます。また今後のASEANにおける日系ビジネスが、どのような方向に向か
うかについても触れてみます。

第
3
回

6/11（水）18:30～20:00　研修室607
ベトナムと中国の生産ネットワーク
福井県立大学　准教授　池部　亮

東アジアの国際分業体制のなかでこれまで参加の度合が少なかったベト
ナムが2010年頃から頭角を現してきました。特にIT機器や繊維製品にお
いて地理的にも近い中国との国際分業が活発化してきています。本講座
ではチャイナ・プラス・ワンとしても注目を集めるベトナムと中国との貿易
構造を分析し、両国の産業連携を概観します。

第
4
回

6/18（水）18:30～20:00　研修室607
ロシア極東開発と日ロ経済協力 ―ロシア極東地域は日本企業にとって新たな市場となるのか―
福井県立大学　教授　アンドレイ　ベロフ

2010年代にロシアにおいて多くの地域開発計画が実現し、特に極東地域
は大きく変わり、注目を集めるようになりました。日本に近いロシア極東地
域の社会情勢、地域開発の方針、日ロ経済関係について述べたいと思い
ます。

第
5
回

6/25（水）18:30～20:00　研修室607
第１８期三中全会以降の中国経済の行方
福井県立大学　教授　唱　新

中国では2013年11月に「第18期三中全会」、12月には中央経済工作会議
など、中国の国家政策を決める重要な会議が開催されました。2014年から
習近平体制の新たな発展戦略が動き出すことになりました。
本講座は今後、中国における経済・社会政策の変化と経済発展の将来展
望を解説します。

第
6
回

7/2（水）18:30～20:00　研修室607
中国独禁法上の域外適用規定と日本企業Ｍ＆Ａへの影響
福井県立大学　教授　福山　龍

中国独禁法には、日本法がないという域外適用規定があり、実際にも、日
本で発生した日本企業間のM&Aもこの規定による審査を受ける事例があ
りました。本講座は、事例と理論の両面から域外適用規定の意味と日本企
業Ｍ＆Ａへの影響を説明します。

第
7
回

7/9（水）18:30～20:00　研修室607
東アジアの貿易・直接投資の流れとその経済的影響
福井県立大学　講師　杉山　泰之

この講座では、日本、中国、ASEANを中心に貿易と直接投資の流れを把握
し、その特徴的な点を確認します。そして、貿易論の立場から貿易や直接
投資の経済効果に関する論点を整理し、今後の方向性について検討しま
す。

第
8
回

7/16（水）18:30～20:00　研修室607
ブータンの国づくりと日本の農業技術協力
放送大学　教授　河合　明宣

1960年代に国際社会に門戸を開放したブータンは、中世的な社会経済か
ら脱却し近代化を目指した国づくりを開放しました。
西岡京治氏は、この時期にブータン固有な歴史と風土を踏まえた漸進的
農業発展の基礎を築きました。西岡氏の農業技術協力とその後のブータ
ンの国づくりの特徴を述べます。


